
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　差込みコネクタ（１０）において、ケーシング（１２）が設けられており、該ケーシン
グ（１２）が収容室（１６）を有しており、支持プレート（１８）が設けられており、該
支持プレート（１８）が収容室（１６）内に配置されていて、該収容室（１６）を２つの
区分に分割しており、第１の区分に第１のタイプのコンタクト（２０）が配置されて
、第２の区分に第２のタイプのコンタクトが配置されており、該第２のタイプのコンタク
トが Ｕ
ＳＢ連結装置（２２）であり、かつ該支持プレート（１８）がプリント配線板であること
を特徴とする差込みコネクタ。
【請求項２】
　各ＵＳＢ連結装置（２２）が遮蔽体（２４）によって包囲されており、両遮蔽体（２４
）を互いに結合するばねエレメント（２６）が設けられている、請求項 記載の差込みコ
ネクタ。
【請求項３】
　両ＵＳＢ連結装置（２２）が絶縁体（２８）によって包囲されており、該絶縁体（２８
）が、２つのろう接クランプ（２９）によって支持プレート（１８）に固定されている、
請求項 記載の差込みコネクタ。
【請求項４】
　絶縁体（２８）が切欠（３０）を備えており、該切欠（３０）を通ってばねエレメント
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おり

、互いに反対の側に向けられて前記支持プレート（１８）に取り付けられた２つの

１

２



（２６）がケーシング（１２）に接触している、請求項 記載の差込みコネクタ。
【請求項５】
　ばねエレメント（２６）が、突出させられた中央区分を備えており、該中央区分が切欠
（３０）を通って外側に突出している、請求項 記載の差込みコネクタ。
【請求項６】
　中央区分が、斜めに曲げられている複数のコンタクトラグ（３２）を備えており、これ
により、前記コンタクトラグ（３２）がケーシング（１２）に、鋭い縁部によって接触接
続している、請求項 記載の差込みコネクタ。
【請求項７】
　第１のタイプのコンタクトがソケット挿入体（２０）である、請求項１から までのい
ずれか１項記載の差込みコネクタ。
【請求項８】
　支持プレート（１８）が自由に収容室（１６）内に挿入されていて、間接的に位置固定
ねじ（３４）によって固定されており、該位置固定ねじ（３４）がケーシング（１２）を
通って、支持プレート（１８）に取り付けられている第１のタイプのコンタクト（２０）
内に係合している、請求項１から までのいずれか１項記載の差込みコネクタ。
【請求項９】
　ケーシング（１２）が組付けフランジ（１４）を有している、請求項１から い
ずれか１項記載の差込みコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、第１の と第２の とを有している差込
みコネクタに関する。
【０００２】
【従来の技術】
　２つの異なるタイプのコンタクトが設けられている、種々異なる差込みコネクタが、既
に公知である。これにより、例えば電気的な供給出力の伝達または情報信号の伝送といっ
た種々異なる任務を有している、相補形状を有する種々異なる差込みコネクタを差し込む
ことができる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　本発明の課題は、情報を直接的に電気機器、例えばスイッチキャビネットのようなオー
トメーション機器に照会することを可能にする差込みコネクタを提供することである。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　この課題を解決するために本発明の構成では、ケーシングが設けられており、該ケーシ
ングが収容室を有しており、支持プレートが設けられており、該支持プレートが収容室内
に配置されていて、該収容室を２つの区分に分割しており、第１の区分に第１の

が配置されていて、第２の区分に第２の が配置されており
、該第２の がＵＳＢ連結装置であ

るようにした。例えばオートメーション機器の状態または誤情報を読み出
すために、ＵＳＢ連結装置に、直接的にパーソナルコンピュータまたはモニタを接続する
ことができる。
【０００５】
【発明の効果】
　本発明の有利な実施態様によれば、２つのＵＳＢ連結装置が設けられており、両連結装
置が、互いに反対の側に向けられて支持プレートに配置されている。各ＵＳＢ連結装置は
遮蔽体によって包囲されており、この場合、両遮蔽体を互いに結合するばねエレメントが
設けられている。このばねエレメントは有利には、ＵＳＢ連結装置の遮蔽体をケーシング
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に結合するために使用され、このケーシングも同じく導電性の、したがって遮蔽作用を有
する材料から成っている。
【０００６】
　本発明の有利な実施態様によれば、両ＵＳＢ連結装置は絶縁体によって包囲されている
。この絶縁体は切欠を備えており、この切欠を通ってばねエレメントがケーシングに接触
している。この場合、ばねエレメントは有利には、突出させられた中央区分を備えており
、この中央区分は切欠を通って外側に突出している。ケーシングの確実な接触接続のため
に、中央区分が、斜めに曲げられている複数のコンタクトラグを備えており、これにより
コンタクトラグがケーシングに、鋭い縁部によって接触接続していることが考えられる。
【０００７】
　本発明の有利な実施態様によれば、支持プレートが自由に収容室内に挿入されていて、
間接的に位置固定ねじによって固定されており、この位置固定ねじがケーシングを通って
、支持プレートに取り付けられている第１の 内に係合していることが
考えられている。これにより、両ＵＳＢ連結装置と支持プレートと第１の

とから成る全ての下部構造体を、ただ１つのねじによってケーシング内に位置固定す
ることが可能になり、したがって、組付けコストが僅かになる。
【０００８】
　有利には、支持プレートはプリント配線板であることが考えられている。これにより、
両ＵＳＢ連結装置を外部のケーブルなしに電気的に互いに接続することが可能になる。
【０００９】
　有利には、ケーシングが組付けフランジを有していることが考えられている。このこと
によって、差込みコネクタを僅かなコストで、特にスイッチキャビネットの壁に堅固に取
り付けることが可能になり、したがって、必要のある場合にはこの場所に、所望のデータ
を読み出すことができるパーソナルコンピュータを接続することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下に本発明を、添付した図面に示してある有利な実施例を用いて説明する。
【００１１】
　図１には差込みコネクタ１０を示してある。この差込みコネクタ１０はケーシング１２
を有しており、このケーシング１２は、導電性の材料、特に金属から成っている。このケ
ーシング１２は組付けフランジ１４を備えており、この組付けフランジ１４によって、差
込みコネクタ１０を例えばスイッチキャビネットに組み付けることができる。
【００１２】
　ケーシング１３の内部には、収容室１６が形成されており、この収容室１６内に、図２
に示してある構成群を組み付けることができる。この構成群は支持プレート１８を有して
おり、この支持プレート１８は、ここではプリント配線板として形成されている。支持プ
レート１８の一方の側には、第１の が配置されており、この第１の

は、ここではソケット挿入体２０として構成されている。支持プレート
１８の反対の側には、第２の が配置されており、この第２の

は、ここでは２つのＵＳＢ（ Universal Serial Bus）連結装置２２によって形
成されている。両ＵＳＢ連結装置は、逆方向で支持プレート１８に配置されている。この
場合、両ＵＳＢ連結装置は、支持プレート１８における導体路（図示せず）によって互い
に結合されている。
【００１３】
　各ＵＳＢ連結装置２２は遮蔽体２４を有しており、この遮蔽体２４は金属薄板ケーシン
グによって形成されている。両ＵＳＢ連結装置２２の両遮蔽体２４は、ばねエレメント２
６（図２参照）によって互いに導電結合されている。このばねエレメント２６は、ばねエ
レメントの平面から外側に突出させられた中央区分を有しており、この中央区分は４つの
コンタクトラグ３２を備えている。
【００１４】
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　前記ばねエレメント２６は、プラスチックから成る絶縁体２８によって、ＵＳＢ連結装
置の遮蔽体２４に押し付けられる。絶縁体２８は、２つのろう接クランプ２９によって支
持プレート１８に固定されていて、切欠３０を有している。この切欠３０を通って、コン
タクトラグ３２を備えたばねエレメント２６の中央区分が延在している。
【００１５】
　差込みコネクタの組付けに際して、図２に示してある前組付けされた構成群が、ケーシ
ング１２の収容室１６内に挿入される。この場合、コンタクトラグ３２は、外側に曲げら
れたその縁部によって、ケーシング１２に接触している。これにより、ＵＳＢ連結装置２
２の遮蔽体２４の確実な接触接続が得られる。この場合、位置固定ねじ３４がケーシング
１２を通って、ソケット挿入体２０内のねじ山付き孔内にねじ込まれる。こうして、ソケ
ット挿入体２０と、ソケット挿入体２０が固定されている支持プレート１８と、やはり支
持プレート１８に設けられているＵＳＢ連結装置２２とが、ケーシング１２の収容室１６
内に堅固に固着されている。
【００１６】
　収容室１６を第１の区分と第２の区分とに分割するために支持プレート１８が使用され
ることによって、本発明による差込みコネクタの格別に整然とした構造が得られる。この
構造は、支持プレートにＵＳＢ連結装置とソケット挿入体とを装着する際の利点となり、
かつ形成された構成群の、ケーシング１２内への格別に簡単な組付けをもたらす。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による差込みコネクタの斜視図である。
【図２】　図１の差込みコネクタのケーシング内に挿入されていて、支持プレートとコン
タクト挿入体と絶縁体を備えたＵＳＢ連結装置とから成っている構成群を示す図である。
【図３】　絶縁体なしの、図２の構成群を示す図である。
【符号の説明】
　１０　差込みコネクタ、　１２　ケーシング、　１４　組付けフランジ、　１６　収容
室、　１８　支持プレート、　２０　ソケット挿入体、　２２　ＵＳＢ連結装置、　２４
　遮蔽体、　２６　ばねエレメント、　２８　絶縁体、　２９　ろう接クランプ、　３０
　切欠、　３２　コンタクトラグ、　３４　位置固定ねじ

10

20

(4) JP 4002543 B2 2007.11.7



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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